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コンサルティング・サービス
ハードウェア検証言語移行支援サービス

C o n s u l t i n g  S e r v i c e s

論理検証の課題を解決するということ
これまでの論理検証にまつわる歴史を紐解くと、ASIC設計グルー

プは論理検証に関する課題を解決すべく様 な々手法を用いてきました。

一方で、産業技術の進歩によって、テストベンチの高度化が強く求めら

れるようになりました。検証言語は様々にその形を変え、オブジェクト

指向プログラミング(OOP)技術を取り入れることが成功への近道と認

識されるようになりました。これらのVeraやeなどの検証言語は、OOP

の生産性の高さと再利用性の利点を兼ね備えていましたが、既製ハー

ドウェア・シミュレータと協調してシミュレーションを実行しなければな

らず、性能面では足かせとなっていました。 しかし、SystemVerilogの

導入・採用により、設計から検証までの全体のプロセス間で一貫した

１つの高級言語を、全てのプロジェクト・グループで共通して使えるよ

うになりました。

検証言語の移行：労苦なくして効果なし?
SystemVerilogに移行して得る恩恵は明白です。論理検証は、設計プ

ロセスにおいて最も急速にその負荷が増大している工程で、誰もがそ

の負荷増大に取り組むための革新的な方法を見い出そうと躍起になっ

ています。しかも競争プレッシャーは、製造業者を開発期間の短縮と

開発コストの削減に駆り立て続けています。

SystemVerilogは、設計と検証の両方の為の単一標準言語です。こ

れにより、HDL/HVL作業量を1/2にまで削減します。言語が１つである

ということは、文法と、設計と検証の為のツールを各1つ習得し作業す

ればよいことを意味します。メンター・グラフィックスは、ModelSimで

培われた確かな技術基盤を継承しながら、Questa検証プラットフォー

ムとしてSystemVerilogを取り入れました。Questaシングル・カーネル実

装は、SystemやPSLと同様にSystemVerilogをサポートします。

SystemVerilogへの移行を決断したとしても、既存の検証コードやテ

ストベンチといった、検証に関する膨大な資産の継承が悩みの種です。

新しい検証環境から最大限の効果を引き出す為には、既存の検証資

産のノウハウを適切に継承し、新しい言語へ移行しなければなりませ

ん。これは、簡単なプロセスではなく、設計者を製品開発から遠ざけ

てしまい、好ましくありません。しかし、SystemVerilogがもたらす恩恵

を得る為には、必要な労苦なのです。

検証言語移行サービス：労苦を和らげ効果を高める
幸いなことに、移行作業は一度だけで済む作業です。従って、お客様

の内部の人員で言語移行を実施することは好ましくなく、問題のある

投資と言われても仕方がありません。

メンター・グラフィックスのコンサルティングは、豊富な実績のある言

語移行支援サービスでお客様にお応えし、eやVeraからSystemVerilog

へのテストベンチの移行作業をお手伝いいたします。メンター・グラ

フィックスのコンサルタントはこれらの言語に精通しています。実績の

ある言語移行支援プロセスを有し、移行作業に関する懸念事項とト

レードオフを把握しています。メンター・グラフィックスのアプローチに

よって移行されたテストベンチは、それまでのものと同等か、より良い

ものになることをお約束します。

実績のある言語移行プロセス
メンター・グラフィックスのコンサルティングが提供する検証言語移

行支援サービスは、既存のテストベンチを段階的に変換していきます。

テストベンチの各部分を変換した作業のそれぞれの段階で、その正確

度を逐一、入念に確認します。 既存環境の検証メトリックスの維持を

第一に、作業全般に渡って慎重に努め、変換されたテストベンチが既

存のものと同等かそれ以上になることを確実なものにします。
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新しい検証メソドロジから最大限の効果を引き出すには、検証資産（コードやテストベンチ）のノ
ウハウを新しいメソドロシに適切に継承しなければいけません。

サービスの主要な特長：
¡ 言語移行に関する特色あるスキル

¡ 包括的なテストベンチ移行アプローチ

¡ 実績のあるプロセス構成

¡ 既存の検証資産の継承
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カバレッジに関する移行
機能カバレッジ・ポイントは、テストで何が行われたかを、最も良く表現

します。まず、カバレッジ・ポイントを変換し、既存テストを実行します。

既存HVLとSystemVerilog双方のカバレッジ結果を比較し、一致して

いることを確認します。このステップで、以下の２つを変換しておくこと

は、その後の変換作業に向けた盤石な基礎固めとなります。

¡  型に関する移行

　カバレッジ・グループに使用されているテストベンチの型は、クラス

でない他の型と同様にSystemVerilogに変換されます。これにより、カ

バレッジ・データが両方の言語で完全にモデル化されます。
¡  イベントに関する移行（サンプリング）

　機能カバレッジのメトリックスは、いつカバレッジを採取するのかを

判断する為にイベントを使用します。カバレッジ採取の際に使用される

あらゆるテストベンチ・イベントは、アーキテクチャ内のイベントと同様

にSystemVerilogに移行されます。これにより、カバレッジ採取の為に

必要な全ての要素が変換されます。 

期待値チェックに関する移行
データ値比較機構と時系列的チェック機構が、SystemVerilogに変

換されます。まずバスモニタのような、自動チェック機構の為の枠組み

が変換されます。そして、それらチェック機構を追加した上で既存テス

トベンチを再実行し、新旧チェック機構を並行に動かしながら、同じく

振る舞うことを確認します。

この段階は、既存テストベンチのチェック機構の完全性と効果を解

析する、よい機会でもあります。SystemVerilogを採用することによって、

期待値チェック実行を自動化するアサーションベース検証(ABV)を可

能にします。より重要なことは、チェック（アサーション）を、根本的な

原因の近くの、障害を検出した設計モジュール内に組み込むことがで

きることです。このステップには、既存のHVLコードにおいて次に主要

な箇所の変換作業が含まれています。 

¡  クラスに関する移行

全てのオブジェクト指向言語はクラスの集合体です。既存言語での

クラスは、SystemVerilogクラスに一致するように変換されます。この作

業は、テストベンチ変換の作業量の大半を占めます。すべてのクラスを

変換してしまえば、新しいSystemVerilogテストベンチの形が姿を現し

ます。
¡  機能性に関する移行

次にクラス内に組み込まれたタスクやファンクションを変換します。

先だって変換したイベントを踏まえ、全てのファンクションとタスクを変

換します。

動作モデルに関する移行
動作確認の済んだチェック機構とカバレッジ機構を用いて、既存テ

ストベンチ内のモデルを変換します。このモデルにはHVLモデルも含

まれます。同じ入力データに対して両方のテストベンチが完全に機能

することを確認できたら、この作業は完了です。これを達成する為に、

ランダムではない定義済みのスティミュラスが、変換されたテストベンチ

と既存テストベンチに対して印加されます。

ランダム生成に関する移行
基本的な移行や確認が済んだら、最終的な段階はランダム生成部

を移行することです。これは比較的容易な作業です。しかし、この時

点ではランダム生成の標準的なアルゴリズムが存在しないので、既存

のHVLやSystemVerilogテストベンチのスティミュラスは結果が一致し

ないことがあります。とはいえ、ランダムシード値を変えつつ複数回シ

ミュレーションを実行すれば、同じような傾向のカバレッジが得られる

はずです。

言語の移行が完了次第、既存のテストベンチは棚の奥にしまい込

んでしまいましょう。今や、実行あたり一つのライセンスで済む単一

カーネルで実行されるSystemVerilogテストベンチに、アサーション、

フォーマル検証、統合カバレッジ・データのような先進的な検証機能を

追加できるのです。

言語移行に要する期間は？
世の中に同じテストベンチは二つとありませんので、移行作業全

体の期間に関する普遍的な指針は提示できませんが、メンター・グラ

フィックスのコンサルティングは既存のコードを簡易分析し、移行プロ

ジェクトをお見積もりします。

コンサルティング・サービスについて
メンター・グラフィックスのコンサルティングは、EDAのインフ

ラストラクチャ及びメソドロジのエキスパートで、知見や経験をお

客様にお届けすべく日夜努める、業界で唯一のパートナーです。

Knowledge-Sourcingというアプローチは、コンサルティングとして用い

られたメソドロジに対する習熟や高度な記述をお客様にもたらしてい

ます。コンサルティングのサービスは多岐に渡り、シリコンにおける歩留

まりの改善、ベリフィケーション、データ管理、ケーブリング、メモリ設

計、システムやPCB設計などが含まれます。設計生産性を最適化し、業

界における最先端のベストプラクティスの採用に取り組むお客様に、こ

れらのサービスがワールドワイド規模で活用されています。詳細をご希

望の方は、mentor_consultingjapan@mentor.comまでメールをお送り

いただくか、www.mentorg.co.jp/consultingをご覧ください。


